
資料５ 

令和５年度 第１回在宅医療・介護関係者研修会について（案） 

 

１ 目的：～切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築～ 

地域の医療・介護関係者の協力を得て、グループワーク等を通じ、共通理 

解と情報共有に努め、多職種連携を推進するために研修会を実施する。 

２ 日時：令和５年７月２６日 （水） 午後７時～9時 

３ 場所：久喜市総合文化会館 広域文化展示室 

４ 定員：８０名程度（予定） 

５ 対象者：医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、介護支援専門員、訪問介護員、 

保健所職員、在宅医療サポートセンター看護師、 

地域包括支援センター職員、病院相談員等 

６ 内容： 

第１部 「入退院支援ルール」について（２０分） 

講師：南埼玉郡市医師会在宅医療サポートセンター  

事務局長 岩楯 信司 氏 

第２部 「最期まで自分らしく暮らし続けるための 

人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）を始めよう」 

～さあ、始めよう！人生会議～（６０分） 

          講師：新井病院 院長 関谷 栄 先生 

   第３部 グループワーク（２０分） 発表（１５分） 

テーマ１「入退院支援ルールを見て、専門職としてできることは何か。」（仮） 

テーマ２「人生会議を聞いて、より多くの人に広めるためには、どのよう 

な方法があるのか、考えてみよう！」（仮）  

        総合司会： 新井病院 院長 関谷 栄 先生        

           ※ワークについて、 

テーマ１は奇数グループ、テーマ２は偶数グループで話し合い 

７ グループワーク： 

   班分けについては１グループ１０人までとし、１０グループの班に分ける。 

   各グループに多職種が配置されるよう、以下のように参加者人数を事業所ごとに 

割り振りする。 ※FAX による申込とする。 
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タイムスケジュール（案） 

 

時間 進行状況 

１８：３０ 

 

１９：００ 

 

１９：０１ 

 

１９：０５ 

（２０分） 

 

１９：２５ 
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（２０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０：４５ 

（１５分） 

 

 

２１：００ 

受付 

 

開会 

 

挨拶 

 

第１部 「入退院支援ルールについて」 

質疑応答 

 

第２部 「最期まで自分らしく暮らし続けるための人生会議

（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）を始めよ

う！」 

～さあ、始めよう！人生会議～ 

質疑応答 

第２部 グループワーク 

テーマごとにグループワークを行います。 

まず、司会、書記、発表者を決めてください。 

一言ずつ意見を言ってください。ほめてください。 

 

 

●テーマ１（奇数グループ） 

「入退院支援ルールをみて、専門職としてできることは何

か？」 

・周知等 

●テーマ２（偶数グループ） 

「人生会議を聞いて、より多くの人に広めるためにはどのよう

な方法があるか、考えてみよう！」 

  

発表 

できるだけ １０グループ 全員に一言ずつ 

 

アンケート記入 

閉会 



資料５ 

研修会の配布資料（案） 

 

① 南埼玉郡市入退院支援ルール（パンフレット） 

② さあ、始めよう！人生会議（埼玉県チラシ） 

③ 意思表示ノート （埼玉県医師会パンフレット） 

④ エンディングノート （久喜市パンフレット） 

⑤ 久喜市地域包括支援センターチラシ 


